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北陸新幹線

小松駅開業まで

あと カ月

　花を引き立てるように青々とし
た芝生とシバザクラが広がり、
ガーデン全体を囲う樹々が落ち着
きを醸しています。入居者のため
のガーデンから進化して、誰をも
受け入れてくれるような寛容さも
感じます。生ごみコンポストを利
用するなど環境に配慮した取り組
みもされ、花の癒やしと居心地よ
い空間は高齢者福祉施設の見本と
なる素晴らしい活動です。

　来年3月16日（土）の敦賀延伸に向けて金沢－敦賀間で走行試験が行わ
れている新幹線車両の歓迎セレモニーが、10月１日（日）北陸新幹線小
松駅で行われました。市内の小学生ら約500人がW7系の到着を歓迎し、
開業への期待を更に膨らませました。走行試験は徐々に速度を上げなが
ら12月9日（土）まで実施されます。

◀歓迎フラッグやスマホを手に
待ちかまえる中、ゆっくりと
小松駅に入ってくるW7系

▲消防音楽隊の奏でる「銀河鉄道
999」にあわせて到着

過去に大賞を2度受賞した花壇は「殿堂入り」となり、以降のコンクールに参加することができません。
殿堂入り花壇は「エイキKKツバキの会（木場町）」と「下粟津町花の会」です。
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　世界糖尿病デーは、世界中で糖尿病の予防や治療の重要性を知ってもらうために、
国際糖尿病連合と世界保健機関が定めた日です。血糖値のこと、糖尿病のことを知
り発症や重症化を予防しましょう！

　11月14日（火）に糖尿病啓発のシンボル
カラーである青色にライトアップします。
●小松市医師会館（京町）
●公立小松大学中央キャンパス
●小松市民病院　　など

　糖尿病は、血液中を流れるブドウ糖という糖（血糖）が高い状態が続く
病気です。日本人に圧倒的に多い「２型糖尿病」は、血糖値を下げる唯一
のホルモン「インスリン」の作用不足に、過食や運動
不足・肥満・ストレス・加齢が加わり発症します。
血糖値が高い状態が続くと、全身の血管が傷つき、
なかでも「眼・腎臓・神経」といった細い血管が影響
を受けやすいと言われています。
　食事の内容や運動不足の解消など、生活習慣を見
直すことで予防・改善が期待できます。

　血管と臓器を守るため、具体的
な取り組みを一緒に考えましょう。
健診結果の見方、運動や食生活の
ことなどの生活習慣に関する相談
を行います（予約制）。
とき　月・水・金曜日（祝日除く）
　　　いずれも13時15分から
ところ・申込先
いきいき健康課　☎24・8056

11月14日は世界糖尿病デー

糖尿病はどんな病気？

ブルーライトアップ

問い合わせ
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住宅型有料老人ホーム NOA（八幡）

【団体の部】西軽海町一丁目町内会 【個人の部】石原 丈太郎（村松町）

血糖値のことを
相談したい人へ
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そのほかの
受賞作品はこちら

北陸新幹線車両W7系
歓迎セレモニーが行われました

「あっという間に…」
国際交流員パウロの“こまつ探訪”国際交流コーナー

International City
KOMATSU

問い合わせ
広報秘書課
☎24・8016

問い合わせ

▲ブラジルでは見られない海に沈む夕日を
　安宅の関で撮影

観光交流課　☎24・8039

　2年ほど前小松に初めて来た時、次の通りには何があるのだろうと
思いながら街をぶらぶら歩いたことを覚えています。次の角を曲がっ
たらどんな驚きが待っているのだろう。このように、冒険ゲームの主
人公になったつもりで街の面白さを発見していました。
　この2年という短い間に、多くのことが変わりました。私の生活だ
けでなく、街中も。まだまだだと思っていた新幹線の小松駅開業は、
今や間近に迫っています。観光交流センター「Komatsu 九」が9月に
開業し、駅周辺も活気づきつつあります。そこでは定期的にイベント
が開催されていて、小松の街の変化を体感できます。新幹線開業とい

う歴史的な瞬間に立ち会えるのは素晴らしく楽しみです。
　コロナウイルスによる行動制限が緩和されてからは、もっと街を歩きたい、街を知りたいと思うようになりました。
また、シェアサイクルサービスが始まったことで、徒歩では行きにくかった場所を散策するのも便利になりました。
新幹線が開通すれば、海外から友人や家族が遊びに来やすくなります。家族が来た時には、歴史、文化、豊かな自然
や食べ物を紹介し、小松のファンになってもらえるといいなと思います。
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